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第４回県民健康フェスティバル

２月４日、５日の両日、「見つけよう！私が輝く学びの場」をテーマに、第７回うるま市生涯学
習フェスティバルが開催されました。
主会場となった具志川総合体育館では、サークル活動や公民館講座などで学んできた成果と

して、数多くの作品が展示されたほか、児童館の活動紹介や健康パネル展、応急手当実習など
が行われました。
また、舞台では、放課後子ども教室や児童館などで学んだ太鼓や三線、空手、ダンスなどの
演舞、各種サークルによる公民館学習活動の発表など、幅広い年齢層の方々が、日頃の学習の
成果を披露しました。
体育館周辺では、ゲートボール大会やグラウンドゴルフ大会、軽スポーツ大会などが行われ、

多くの市民が楽しく参加しました。

５日には「県民健康フェスティバル」が同時開
催されました。会場の具志川ドームには約300名
の市民が訪れ、骨密度測定や体力測定を行った
り、健康相談や栄養指導で健康づくりのアドバイ
スを受けていました。また、メタボリックシンド
ローム予防に効果的とされるノルディックウォー
キング体験では、二の腕や背中など普段使わない
筋肉を動かしながら真剣に取り組んでいました。

見
つ
け
よ
う

見
つ
け
よ
う
!!　

私
が

　

私
が
輝輝
く
学
び
の
場

く
学
び
の
場

第
７
回
う
る
ま
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日頃の練習成果を披露

万が一のために心肺蘇生法を学ぶ市民行列ができた足裏マッサージ

学校給食試食コーナー

体験コーナーは子どもたちに大人気
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1月に61チームが参加して行われた「第4回中部北支部
学童部軟式野球新人大会」で、勝連双葉が優勝し県外
大会への派遣が決まりました。優勝旗を手にした選手と
関係者が、2月1日、市役所を訪れ、島袋市長と謝敷教育
長にその喜びと県外大会への意気込みを語りました。

勝連双葉 完封で優勝
第４回中部北支部学童部軟式野球新人大会

選挙管理委員会が、小中高生を対象に毎年行っている
「明るい選挙啓発ポスターコンクール」の表彰式が、1月
25日、市役所で行われました。応募のあった635作品の中
から44作品が入選し、そのうち沖縄県の優秀賞に小学生
2名、中学生3名が選ばれました。
沖縄県優秀賞受賞者
【小学生】森

もり

根
ね

千
ち

尋
ひろ

さん（与那城小学校5年）
佐
さ

久
く

川
がわ

もなみさん（天願小学校6年）
【中学生】宮

みや

崎
ざき

秋
あき

穂
ほ

さん（具志川中学校1年）
大
おお

城
しろ

芽
め

唯
い

さん（具志川中学校2年）
仲
なか

井
い

間
ま

菜
な

月
つき

さん（あげな中学校2年）

未来につながる大切な一票
明るい選挙啓発ポスター表彰式

県外大会でも優勝をめざす勝連双葉の選手たち

沖縄県の優秀賞に選ばれた子どもたち

名護市で行われたバレー
ボールの第43回琉球放送
旗争奪沖縄県中学校新人
大会で与勝中学校女子バ
レーボール部が見事初優
勝しました。
市役所を訪れた選手や関係者が、島袋市長へ優勝の喜

びと今後の抱負を語りました。

1/20 中学校新人大会優勝報告

うるま市指定文化財の
「石川部落事務所」で防火
訓練が行われました。訓練
では、火災を発見した市民
からの通報を受けて駈け
つけた消防隊員が、迅速に
消火活動にあたり、日頃の訓練を披露。その後、地元住民や
むぎの子保育園の園児らが参加しての消火器取扱い訓練
が行われ、消火器の使用方法を学びました。

1/26 第58回文化財防火デー

与
よ

那
な

嶺
みね

博
ひろし

さんが、長年に
わたり事業所等の交通安
全活動に取り組み、交通事
故防止に努めたとして表
彰されました。（警察庁長
官・全日本交通安全協会長
連名）また、その活動を長年支え続けた妻のトモ子さんに
全日本交通安全協会長から感謝状が贈られました。

2/2 交通栄誉章緑十字銀章受章報告

うるみん玄関前で「飲酒
運転根絶豆まき」が行われ
ました。飲酒運転をした赤
鬼、青鬼をひまわりっ童

こ

ほ
いくえんの園児たちが、豆
をまいて追い払った後、信
号待ちのドライバーに「お酒を飲んで車を運転する鬼にな
らないように、みんなで注意してください」と飲酒運転根絶
を呼びかけました。

2/3 飲酒運転根絶「豆まき作戦」

消防車両の有効活用に
つなげようと、配備から17
年経過した「水槽付消防ポ
ンプ自動車」を伊平屋村へ
無償譲渡しました。うるま
市で新車両を配備した際
の伊平屋村からの依頼に応えたもので、譲渡式では島

しま

袋
ぶく

俊
とし

夫
お

うるま市長から、伊
い

礼
れい

幸
ゆき

雄
お

伊平屋村長へ目録キーが
手渡されました。

1/31 消防ポンプ車を伊平屋村へ譲渡
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人と環境にやさしいシンプルで
　　　　　　機能的な庁舎の建設に向けて

平
成
17
年
の
合
併
以
来
、
旧
市
町
の

庁
舎
を
活
用
し
、
分
庁
方
式
で
事
務
事
業

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
機
能
が

各
庁
舎
に
分
散
し
て
い
る
こ
と
で
、
市
民

が
庁
舎
間
を
行
き
来
せ
ざ
る
を
得
ず
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
に
不
便
が
生
じ
て
い
る
ほ
か
、

行
政
運
営
に
伴
う
職
員
の
移
動
や
施
設
の

維
持
管
理
に
か
か
る
コ
ス
ト
の
課
題
な
ど

が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
消
し
、
市
民
の
利

便
性
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
必
要
性
か
ら
、
平
成
23
年
３

月
に
「
う
る
ま
市
統
合
庁
舎
基
本
構
想
」

を
策
定
し
、
平
成
27
年
度
の
供
用
開
始
に

向
け
た
新
庁
舎
の
建
設
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。Q

な
ぜ
、
今
、
統
合
庁
舎
が
必
要
な

の
で
す
か
？

A
　
分
庁
方
式
に
よ
る
様
々
な
課

題
（
前
書
参
照
）
を
解
決
し
、
簡

素
で
よ
り
効
率
的
な
体
制
と
環
境
を
整

え
、
市
民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
は
統
合
庁
舎
の
建
設
が
必
要
で
す
。
合

併
市
町
村
に
対
す
る
国
か
ら
の
※
優
遇
措

置
（
合
併
特
例
債
）
が
受
け
ら
れ
る
平
成

27
年
度
ま
で
に
建
設
す
る
こ
と
で
将
来
的

な
市
の
財
政
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
後
年
度
の
財
政
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
、
庁
舎
等
建
設
基
金
や
減
債
基

金
を
積
み
立
て
て
、将
来
に
備
え
て
い
ま
す
。

※
建
設
事
業
費
の
95
％
を
借
入
す
る
こ
と

が
で
き
、
そ
の
償
還
金
の
70
％
が
後
年

度
に
国
か
ら
還
付
さ
れ
ま
す
。
通
常
の

借
入
よ
り
も
市
に
と
っ
て
か
な
り
有
利

な
財
源
で
す
。

Q
現
庁
舎
で
行
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

は
ど
う
な
る
の
で
す
か
？

A
　
市
民
に
身
近
な
各
種
証
明
書
の

発
行
や
手
続
き
、
案
内
な
ど
の
窓

口
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
サ
ー

ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
各
地
域
に
残

す
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
設
置
場
所
や
形
態
な
ど
様
々
な
手

法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

※
次
ペ
ー
ジ
の
統
合
庁
舎
建
設
後
の
役
所

機
能
（
イ
メ
ー
ジ
図
）
を
参
照

Q
統
合
庁
舎
を
建
設
し
た
後
は
、
現

在
の
庁
舎
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
？

A
　
統
合
庁
舎
建
設
に
伴
う
、
既
存

庁
舎
の
跡
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は

「
う
る
ま
市
統
合
庁
舎
基
本
構
想
」
の
資

料
編
に
お
い
て
、
全
国
の
事
例
調
査
と
し

て
、
報
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
う
る
ま
市
統
合
庁
舎
建
設
委
員

会
か
ら
の
答
申
（
平
成
23
年
３
月
）
に
お

い
て
も
、
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
十
分
検
討
す
る
よ
う
に
ご

提
言
さ
れ
て
お
り
、
平
成
24
年
度
か
ら
地

域
の
関
係
者
を
含
め
た
検
討
委
員
会
を
設

置
し
て
具
体
的
な
検
討
を
行
な
っ
て
い
き

ま
す
。Q

建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
？

A
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と
お

り
で
す
。

平
成
23
〜
24
年
度　

基
本
設
計

平
成
24
年
度　
　
　

実
施
設
計

平
成
25
〜
26
年
度　

建
設
工
事

平
成
27
年
度　
　
　

供
用
開
始

　

う
る
ま
市
統
合
庁
舎
基
本
構
想
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見
概
要
な
ど

は
、
う
る
ま
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
庁

舎
建
設
室
」
の
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

これまでの主な経過
平成20年３月
統合庁舎の必要性について検討するため、事
務局を企画部企画課に置くことを決定する。

平成20年４月～平成21年３月
うるま市統合庁舎建設検討内部委員会を開催

平成21年３月
統合庁舎建設に向け検討することを庁議決定
する。

平成21年９月
第48回定例会において、「うるま市統合庁舎建
設委員会」の設置に向けた附属機関設置条例
の一部を改正する条例を提案し、可決される。

平成22年２月～平成23年３月
うるま市統合庁舎建設委員会の開催

平成22年11月～ 12月
統合庁舎基本構想ワークショップの開催

平成23年2月
第60回定例会において、「庁舎建設室」の設置
に向けた部設置条例の一部を改正する条例及
び統合庁舎の基本設計に向けた予算を計上、
提案し可決される。

平成23年３月
うるま市統合庁舎建設委員会から答申を受け
る。
「うるま市統合庁舎基本構想」を策定

平成23年5月2日～ 6月2日
うるま市統合庁舎基本構想へのパブリックコ
メント募集
【提出者数81名、意見数180件】

平成23年6月6日～ 10日
与那城、石川、勝連、具志川の４地域で、う
るま市統合庁舎基本構想に関する説明会を開
催【参加者　延べ２６８名】

平成23年11月22日
うるま市統合庁舎基本構想見直しについて庁
議決定

平成23年12月
第64回定例会において、「うるま市庁舎基本設
計プロポーザル審査委員会」設置に向けた附
属機関設置条例の一部を改正する条例を提案
し、可決される。

統
合
庁
舎
Ｑ
＆
Ａ
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統合庁舎建設後の役所機能（イメージ図）
◆現行の分庁方式

本庁舎
企画部、総務部
市民部、福祉部
議会事務局
選挙管理委員会
監査委員事務局

事務機能

石川庁舎
経済部、都市計画部

与那城庁舎
建設部

勝連庁舎
教育委員会

健康福祉センター
うるみん
福祉部生活福祉課
市民部健康支援課

水道局

窓口機能

市民部市民課窓口など
専門窓口（国保、介護、障がい福祉、納税）

市民部市民課窓口など
専門窓口（国保、介護、障がい福祉、納税）

市民部市民課窓口など
専門窓口（国保、介護、障がい福祉、納税）

　分庁方式を廃止して、各庁舎に配置されている部課を統合庁舎に集約します。
　また、石川、与那城、勝連の各庁舎で行われている窓口サービスについては、その機能の向
上を図るとともに、設置場所や形態等、様々な手法を検討し各地区に残します。

◆併設統合庁舎建設後

【既存本庁舎】 【新庁舎】

分散していた各部署を集約

【石川地区】

窓口の設置

【与那城地区】

窓口の設置

【勝連地区】

窓口の設置

　統合庁舎を建設し、各部を一か所に集約することで、庁舎間の移
動コストや維持管理コスト等を削減します。また、結婚や出産など
の必要な届出がワンストップで行える総合窓口の設置を検討し、
市民サービスの向上を目指します。

　窓口サービスについては、設置場所や形態等、
様々な手法を検討し各地区に残します。また、各地
区においても総合窓口サービスの実施を検討し、
市民サービスの向上を目指します。

とても便利になるのね 今までのように各地域で
窓口サービスが受けられ
るんですね

庁舎が分かれていて、
手続きや移動に時間や
費用がかかるなぁ

お問い合わせ：うるま市役所　総務部　庁舎建設室　☎９７４－３１１１　内線１３９４
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うるま市国民健康保険に加入されている方へ

平成平成2424年度年度からから保険証保険証とと高齢受給者証高齢受給者証がが一体型一体型になりました。になりました。

●これまでの保険証について
　今まではそれぞれが別々でした…

●保険証、高齢受給者証が一つになります
（二つ折りタイプ）

◆３月は保険証の切り替え時期です。
　平成24年2月29日までに国保税を全額完納した世帯は保険証が郵送されますが、次の場合は国民健康保険課窓口で
の切り替えが必要です。3月末は大変混雑しますので、早めの来所をお願いします。
【窓口切り替え世帯】
①国保税に未納がある世帯　　　　　　②基地内に住所がある世帯
③郵便局へ転送届を出している世帯　　④住所の異動等で手続きの必要がある世帯
【窓口切り替えする際に必要なもの】
・現在お持ちの保険証　　・身分証（運転免許証、住民基本台帳カード等）
・委任状（別世帯の方が代理で手続きをする場合は委任状が必要です。）
・国保税の領収書（平成24年3月1日以降に納付した場合、その領収書を持参してください。）
・在学、在園証明書（今年の4月以降に学校や施設入所のため住所を市外へ移される方で、遠隔地保険証が必要な世帯）
【切り替え期間】平成24年3月1日（木）～平成24年3月30日（金）　※土日祝日は除く

午前8時30分～午後5時15分
【切り替え場所】 うるま市役所　国民健康保険課　本庁　石川、与那城、勝連庁舎

70歳～ 74歳の国民健康保険加入者への注意事項
　平成24年3月中に郵送にて新しい保険証を受理した方、または国民健康保険課窓口にて受理した方は、高齢受
給者証の発効期日が平成24年4月1日になっています。平成24年3月中に医療機関等を受診する際には、現在お持
ちの国民健康保険高齢受給者証を捨てずにお使いください。

【国民健康保険被保険者証　兼　高齢受給者証(実物大見本)】

保 険 証

高齢
受給者証

保 険 証

高齢
受給者証

今までよりサイズが大きく、二つ折りタイプになりました。

70歳から74歳までの方に兼高齢受給者証の

記載があります。（対象でない方は空白となります）

40歳から74歳までの方に、

特定健診受診日記入欄を設けました。

（対象でない方は空白となります）

特定健診を受けた日は、健診を受けた医療機関で

記入してもらいましょう。

※特定健診を受ける際には保険

証に加えて「特定健康診査受

診券」が必要です。なお、「特

定健康診査受診券」は40歳以

上の国民健康保険加入者の

皆様へ4月末頃に郵送する予

定です。

※詳しくは国民健康保険課事業

係へお問い合わせください。

─受診券（見本）─
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高額な外来診療を受ける皆さまへ

うるま市 国民健康保険課
○国民健康保険に関するお問い合わせ………………………………☎９７３－３２０２
○後期高齢者医療保険や特定健診に関するお問い合わせ…………☎９７３－３１７７

事前の申請など、詳細は、加入されている

健康保険組合、全国区健康保険協会、市町村（国民健康保険、後期高齢者医療制度）、

国保組合、共済組合までお問い合わせください。

これまでの高額療養費制度の仕組みでは、高額な外来診療を受けたとき、ひと月の窓口負担が自

己負担限度額以上になった場合でも、いったんその額をお支払いしていただいていましたが、平成

24年4月1日からは、医療機関等ごとにひと月の窓口負担が限度額を超える分については、窓口で支

払う必要はなくなります。 ※世帯の状況により、すぐに申請受付できない場合があります。

●「認定証」を提示しない場合は、従来どおりの手続きになります。
（高額療養費の支給申請をして頂き、支払った窓口負担と限度額の差額が、後日、ご加入の健康保

険組合などから支給されます

高額な外来診療受診者 事前の手続き 病院・薬局など

・７０歳未満の方
・７０歳以上の非課税世帯等
　の方

加入する健康保険組合などに
「認定証」（限度額適用認定証）
の交付を申請してください

「認定証」を窓口に提示して
ください

７０歳以上７５歳未満で、
非課税世帯等ではない方

必要ありません
「高齢受給者証」を窓口に提示
してください

７５歳以上で、
非課税世帯等ではない方

必要ありません
「後期高齢者医療被保険者証」
を窓口に提示してください

平成24年4月1日から
「認定証」などを提示「認定証」などを提示すれば、すれば、

窓口での支払いが一定の金額にとどめられます窓口での支払いが一定の金額にとどめられます

高額の外来診療を受けたとき

健康保険組合など 病院・薬局など

事前に

①認定証の申請

③認定証を提示

※窓口支払いが

　一定上限額に

②認定証の交付 ※窓口支払いの上限額（月当たり）は、

　所得に応じて異なります。
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「
カ
ラ
期
間
」
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

●
年
金
の
加
入
期
間
が
25
年
未
満
で
も
、
カ

ラ
期
間
※
と
合
わ
せ
て
25
年
以
上
あ
れ
ば

年
金
が
受
け
取
れ
ま
す
。

※「
カ
ラ
期
間
」：
正
式
に
は「
合
算
対
象
期
間
」

と
い
い
、

①
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
配
偶
者
で
あ
っ
た
期
間

の
う
ち
、
昭
和
61
年
３
月
ま
で
の
間
で
国

民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期

間 年
金
の
請
求
を
行
え
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ご
自
身
は
年
金
を
受
給
で
き
な
い
と

誤
解
さ
れ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

年
金
の
請
求
漏
れ
が
生
じ
や
す
い
５
つ

の
事
例
に
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
70
歳
に
な
れ
ば
、
年
金
が
自
動
的
に
支
払
わ

れ
る
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

●
70
歳
に
な
っ
て
も
、
年
金
は
自
動
的
に
は

支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。

●
年
金
の
受
け
取
り
を
始
め
る
た
め
に
は
、

年
金
の
請
求
が
必
要
で
す
。

「
老
齢
厚
生
年
金
」
ま
た
は
「
老
齢
基
礎
年
金
」

の
請
求
を
お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

●
「
老
齢
厚
生
年
金
」
と
「
老
齢
基
礎
年
金
」

の
２
種
類
の
年
金
が
受
け
取
れ
ま
す
。
片

方
の
年
金
だ
け
を
受
け
取
っ
て
い
る
方
は
、

受
け
取
っ
て
い
な
い
年
金
に
つ
い
て
も
、

あ
ら
た
め
て
請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
片
方
の
年
金
の
受
け
取
り
開
始
を
繰
り
下

げ
て
い
る
方
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
に
年

金
の
請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
在
職
中
は
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

●
現
在
、
会
社
に
お
勤
め
の
方
も
、
年
金
を

受
け
取
る
資
格
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、

請
求
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
給
与
の
額
な
ど
に
応
じ
て
年
金
の
支
払
額

の
調
整
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

全
額
停
止
の
場
合
を
除
き
、
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
65
歳
前
に
年
金
を
受
け
取
り
を
始
め
る
と
、

年
金
が
減
る
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

●
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が
１
年
以
上
あ
る

な
ど
の
要
件
を
満
た
す
方
に
対
し
て
支
払

わ
れ
る
「
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
※
」

に
つ
い
て
は
、
65
歳
に
な
る
前
に
請
求
し

て
も
、
年
金
額
が
減
ら
さ
れ
る
こ
と
は
あ

市
民
課
年
金
係 

☎
９
７
３
|
５
４
９
８

年
金
の
請
求

年
金
の
請
求
を
お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

を
お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

年
金
だ
よ
り

年
金
の
加
入
期
間
が
25
年
未
満

の
方
へ

年
金
の
受
け
取
り
を
66
歳
以
降
に

繰
り
下
げ
て
い
る
方
へ

厚
生
年
金
の
加
入
期
間
の
あ
る

65
歳
以
上
の
方
へ

60
歳
以
上
で
、

会
社
に
お
勤
め
の
方
へ

厚
生
年
金
の
加
入
期
間
の
あ
る
方
で
、

「
65
歳
に
な
っ
て
か
ら
年
金
を
受
け

取
ろ
う
」と
思
っ
て
い
る
方
へ

②
海
外
に
在
住
し
て
い
た
期
間
（
日
本
国
籍

を
有
す
る
方
が
対
象
）

③
学
生
で
あ
っ
た
期
間
の
う
ち
、
平
成
３
年

３
月
ま
で
の
間
で
国
民
年
金
に
任
意
加
入

し
て
い
な
か
っ
た
期
間
な
ど
（
詳
し
く
は
、

広
報
う
る
ま
平
成
23
年
10
月
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）。

「
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
」
が

短
く
な
る
特
例
に
該
当
し
ま
せ
ん
か
？

●
生
ま
れ
た
年
な
ど
に
よ
り
、
25
年
未
満
で

も
年
金
を
受
け
取
れ
る
場
合
※
が
あ
り
ま

す
。

※
誕
生
日
が
昭
和
27
年
４
月
１
日
以
前
生
ま

れ
で
、
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が
20
年
以

上
の
場
合
な
ど

【
お
問
い
合
わ
せ
】

コ
ザ
年
金
事
務
所
☎
９
３
３
ー
３
４
３
９

う
る
ま
市
年
金
係
☎
９
７
３
ー
５
４
９
８

り
ま
せ
ん
。
速
や
か
に
請
求
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

※
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金

 

65
歳
前
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
老
齢

厚
生
年
金
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避難所を目指す子どもたち

総
務
課　

防
災
係 

☎
９
７
３
|
０
６
０
６

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年

防
災
一
口
メ
モ

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
以
降
、
市

民
の
災
害
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り

ま
す
。　

う
る
ま
市
で
は
、
１
月
20
日
、
市
民
の
地

震
、
津
波
防
災
の
意
識
高
揚
と
避
難
方
法
な

ど
の
あ
り
方
を
検
証
す
る
た
め
、
市
内
全
域

を
対
象
に
し
た
「
地
震
・
津
波
の
防
災
訓
練
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、
沖
縄
本
島
南
西
沖
を
震
源
と
す

る
震
度
５
強
の
地
震
が
発
生
し
大
津
波
警
報

が
発
表
さ
れ
た
こ
と
を
想
定
し
て
行
わ
れ
、

海
抜
30
ｍ
以
下
に
あ
る
保
育
園
、
幼
稚
園
、

小
中
学
校
な
ど
41
施
設
の
子
ど
も
た
ち
が
、

高
台
に
あ
る
避
難
所
や
高
い
建
物
を
め
ざ
し

徒
歩
で
避
難
し
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
で
は
、
避
難
所
ま
で
の
距
離

や
避
難
時
間
な
ど
様
々
な
課
題
が
み
え
て
ま

い
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
課
題
を
一
つ
一

つ
検
証
し
、
最
善
の
避
難
方
法
に
つ
い
て
、

関
係
者
で
検
討
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

地
震
、
津
波
を
「
正
し
く
恐
れ
」
、
日
頃

か
ら
地
域
で
、
職
場
、
学
校
で
、
そ
し
て
家

庭
で
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

「
い
ざ
！
」
と
い
う
時
に
、
素
早
く
確
実
に

避
難
で
き
る
よ
う
、
非
常
持
ち
出
し
袋
の
準

備
や
避
難
経
路
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
「
う
る
ま
市
防
災

マ
ッ
プ
」
が
み
ら
れ
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.c
ity.u

ru
m
a
.lg
.jp
/

soum
u/bousai/index.htm

l

①
揺
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
身
を
守
る

上
か
ら
落
ち
て
く
る
も
の
な
ど
か
ら
身
を

守
り
ま
し
ょ
う
。
怪
我
を
し
て
歩
け
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
た
め
に
逃
げ
る
こ
と
が
で
き

ず
、
津
波
の
犠
牲
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
例
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
焦
ら
ず
に
身
の

安
全
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら
使
用
中
の
火
を
消

し
、
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
ま
し
ょ
う
。

②
急
い
で
避
難

津
波
が
見
え
て
か
ら
逃
げ
て
も
間
に
合
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
る

前
に
津
波
が
襲
来
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

強
い
地
震
や
長
い
時
間
、
揺
れ
を
感
じ
た
場

合
は
、
隣
近
所
に
声
を
掛
け
合
っ
て
、
急
い

で
高
台
な
ど
安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ

う
。

【
遠
い
所
よ
り
高
い
所
へ
】

海
岸
か
ら
遠
く
に
離
れ
る
こ
と
が
大
切
で

世
界
全
体
で
発
生
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

６
以
上
の
地
震
の
実
に
約
２
割
が
、
日
本
で

発
生
し
て
い
ま
す
。

日
本
に
暮
ら
す
限
り
地
震
・
津
波
災
害
に

い
つ
遭
遇
し
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

地
震
が
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
沖
縄
で

も
、
近
海
で
は
頻
繁
に
地
震
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
地
震
や
津
波
に
備
え
る
の
は

当
た
り
前
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。実

際
に
、
今
か
ら
２
４
１
年
前
の

１
７
７
１
年
に
発
生
し
た
「
明
和
の
大
津
波
」

で
は
先
島
諸
島
に
お
い
て
、
約
１
万
２
千
人

の
命
を
奪
う
大
災
害
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に

石
垣
島
で
は
、
海
岸
か
ら
内
陸
へ
津
波
が
か

け
上
が
っ
た
高
さ
が
30
ｍ
に
達
し
、
当
時
の

人
口
の
約
半
数
が
犠
牲
に
な
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

す
が
、
津
波
の
来
襲
が
早
く
、
高
台
な
ど
へ

の
避
難
が
間
に
合
わ
な
い
よ
う
な
と
き
は
、

で
き
る
だ
け
高
く
て
頑
丈
な
建
物
の
上
の
階

（
３
階
以
上
）
に
逃
げ
ま
し
ょ
う
。

【
原
則
徒
歩
で
】

車
で
の
避
難
は
、
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
、

身
動
き
が
取
れ
ず
津
波
の
犠
牲
に
な
っ
て
し

ま
う
例
も
あ
り
ま
す
。
歩
け
な
い
人
が
い
る

場
合
な
ど
明
ら
か
に
車
で
避
難
し
た
ほ
う
が

良
い
場
合
を
除
い
て
は
、
徒
歩
が
原
則
で
す
。

③
正
し
い
情
報
を
入
手
す
る 

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
防
災
無
線
な
ど
か
ら

正
し
い
情
報
を
入
手
し
、
デ
マ
な
ど
に
惑
わ

さ
れ
な
い
よ
う
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ

う
。

防
災
訓
練
を
実
施

も
し
も
地
震
が
発
生
し
た
ら

日
頃
か
ら
備
え
て

世
界
で
発
生
す
る
地
震　

２
割
が
日
本
で
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ステップ１２：本の予約・リクエストステップ１２：本の予約・リクエスト

図書館を利用するときに知っていると役立つ知識や情報を紹介するコーナー

【予約】

　貸出中の本や雑誌・ＣＤを予約したい場合は、以下の方法
で予約することが出来ます。
①「予約・リクエスト申込書」に記入しカウンターで手続きを
する。
②館内の利用者端末から予約する。
③ホームページから予約する。
（注）②③の場合は、あらかじめパスワード登録をしてくださ
い。パスワード登録は、館内の利用者端末又はホームページ
から直接出来ます。（パスワード登録は中学生以上からです。）
【リクエスト】

　図書館に所蔵してない本をリクエストすることが出来ま
す。各館のカウンターで直接お尋ねください。選書基準に基
づいて購入するかが決められます。購入できない場合もあ
りますので、ご了承ください。
※予約・リクエスト資料が用意できた時は、受取指定館より
電話又はＥメールで連絡します。資料の取り置き期間は
１４日開館日です。（例外として、７日開館日内の資料もあ
ります。）「予約資料が用意できた」の連絡があってから必
ず期限内に受取指定館へ利用カードを持参し、貸出手続
きを行って下さい。取り置き期限を過ぎると、予約の取り
消しとなりますので、ご注意ください。

中央図書館　☎974-1112
石川図書館　☎964-5166
勝連図書館　☎978-4321

今月のおすすめ資料今月のおすすめ資料
図書館では、毎月テーマ別に特集を組んでたくさんの資
料を展示・紹介しています（おすすめ資料）。

★ 今月のテーマはこれ！ ★
中央館　神様ってなに？（一般）
　　　　なける本（児童）
石川館　歴史のなかのヒロインたち（一般）
　　　　世界を旅する（児童）
勝連館　レッツ！ジョギング・ウォーキング
☆館内利用者用コンピュータ端末およびホームページからもご覧になれます。

図 書
休
館
館 日

・毎週月曜日　
・３月２０日（火）　春分の日
・３月３１日（土）　館内整理日

行事案内（３月中旬～４月初旬）
行　事 日　時 サークル名等

中
央 おはなし会 毎月第２土曜日

午後３時～ 図書館スタッフ

石
川 おはなし会 毎月第３土曜日

午前10時30分～ ブックポケット

勝
連 読み聞かせ会 毎週金曜日

午前10時30分～ ラビット

『なきすぎてはいけない』
内
うち

田
だ

　麟
りん

太
た

郎
ろう

　作 ／ 岩崎書店
泣いてもいい。でも、泣きすぎてはいけない。私が好きな

おまえは、笑っていたおまえだから－。見守り続けたいと願
う祖父の孫への愛情を描いた、切なくて優しさあふれる絵本。

『ぶつくさモンクターレさん』
サトシン 作 ／ 西

にし

村
むら

　敏
とし

雄
お

　絵 ／ PHP研究所
モンクターレさんは、いつでもどこでも文句ばっかり。道に、
川に、洋服屋にぶつくさ。町中のあらゆることに文句を言って、
家に帰ると…？

『ちいさなあなたへ』
アリスン・マギー ぶん ／ 主婦の友社

親でいることの幸福、喜び、不安、子どもへの思い－。普遍
の真実が語りつくされる。すべてのおかあさんと子どもたち
に贈る絵本。

『ぶどう酒びんのふしぎな旅』
藤
ふじ

城
しろ

　清
せい

治
じ

　影絵 ／ アンデルセン 原作 ／ 講談社
鳥かごにつるされた「びんの口」が、ふしぎな身の上話を

はじめた。生命を吹き込まれたガラス工場の炉の熱さ…。ア
ンデルセンの名作。

絵本は子どもの読み物と思われがちですが、大人が読ん
でこそ心に響く作品もあります。今回は、そんな絵本を紹介
します。

☆借りた資料は、中央館・石川館・勝連館、どの図書館でも返却できます。
☆図書館にない本は、リクエストすることが出来ます。

（児童書）所蔵館　勝連

（児童書）所蔵館　石川

（児童書）所蔵館　中央･石川

（児童書）所蔵館　中央･勝連

　市立図書館では、利用カードをお持ちの方で、パスワードとメー
ルアドレスを登録し、配信を希望される方には、新着図書案内
をいち早くメールでお届けします。利用者ご自身の希望のジャ
ンルやキーワードを登録し情報を受信できます。配信を希望さ
れる方は、利用者ポータルのメールマガジンから登録して下さい。
　毎週土曜日に配信され、該当する資料がなかった場合にも「該
当件数が０件です」というメールが送信されます。
※パスワードとメールアドレスの登録は、館内の利用者端末又
はホームページから直接出来ます。（パスワード登録は中学
生以上からです。）

:返却期限内の資料でしたら、一度だけ返却期限日を延
長することが出来ます。カウンターまたは電話、パスワー
ド登録している方は、ホームページから手続き出来ます。
手続きした日から２週間延長となります。ただし、返却期
限を過ぎた資料、次に借りる方（予約）がいる資料の場合
は、延長手続き出来ません。

:返却期限内に、本を読み終えられな
い…。もう少し、借りていても良いですか？

ご自宅に返却期限が過ぎた
図書館の本・ビデオ・ＣＤなどはありませんか？次に借りた
い人のために返却期限を守り、早めに返すようにしましょう。

メールマガジン配信中!!メールマガジン配信中!!

うるま市立図書館ホームページhttp://www.library.city.uruma.lg.jp/うるま市立図書館ホームページhttp://www.library.city.uruma.lg.jp/
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世
界
腎
臓
デ
ー

（W
orld K

idney D
ay

）と
は

慢
性
腎
臓
病〔
Ｃ
Ｋ
Ｄ
〕と
は
…

自
覚
症
状
も
な
く
、
ひ
そ
か
に

進
む
腎
臓
病
を
見
つ
け
る
の
は

「
健
診
」
で
す
！

いきなり透析になるなんて…
もっと早く気づきたかった。

●　自覚症状が出て受診、そのまま人工透析となったＡさんの事例　●
55歳 61歳 62歳

自覚症状なし

物が白っぽく見える
むくみ
体がだるい
貧血
吐き気
呼吸困難
腎不全

高脂血症

糖尿病

この段階で気づくために
健診を受けましょう！

受診

特定健診や生活習慣病予防健診を受けると、
あなたの腎臓の状況（GFRは血液検査で、タンパク尿は尿検査で）が分かります！

即入院
透析開始

健康支援課
1973－3209

保健活動
一口メモ

３
月
３
月
８８
日
は
世
界
腎
臓
デ
ー

日
は
世
界
腎
臓
デ
ー

腎
臓
病
の
早
期
発
見
と
治
療
の
重
要
性

を
啓
発
す
る
国
際
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

国
際
腎
臓
学
会
と
腎
臓
財
団
国
際
協
会
に

よ
っ
て
共
同
で
提
案
さ
れ
、
毎
年
３
月
の

第
２
木
曜
日
に
実
施
す
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

慢
性
腎
臓
病
（C

K
D

）
と
は
、
放
っ

て
お
く
と
腎
機
能
低
下
に
つ
な
が
る
さ
ま

ざ
ま
な
腎
臓
の
病
気
の
総
称
で
す
。

い
わ
ば
、
透
析
療
法
を
受
け
る
人
の
予

備
軍
と
も
い
え
ま
す
。

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
と
い
っ
て

も
、
症
状
の
軽
い
も
の
か
ら
重
い
も
の
ま

で
様
々
で
、
軽
い
う
ち
は
、
自
覚
症
状
が

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
自
覚
症
状
が
出

る
前
の
腎
臓
の
変
化
が
分
か
る
検
査
を
健

診
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
は
予
防
が
可

能
で
あ
り
、
よ
り
早
期
に
治
療
を
開
始
す

れ
ば
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
す
。

加齢や生活習慣で変化する健診結果（検査データー）を、しっ
かり確認していくことが大切です。ご自分の腎臓を守り続ける
ために、毎年１回の健診を欠かさず受けましょう！
健康支援課では、保健師・看護師・栄養士による、健診結果の
説明や個々に応じた、腎臓を守るための説明も行っています。

うるま市の2009年の透
析導入平均年齢59.8歳
でした。（日本透析医学
会：同年の施設調査の
結果は67.3歳）

ＣＫＤの定義
①尿異常・画像診断・血液・病理で
腎障害の存在が明らか。特にタン
パク尿の存在が重要。
②ＧＦＲ値（糸球体ろ過値）が60未
満である。
「ＧＦＲ」とは、腎臓が老廃物を捨
てる「ろ過する力」のことで、こ
のＧＦＲを知ることで腎臓の働き
具合がわかります。
③上記①・②のいずれか、または両
方が3か月以上持続する。
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i n f o r m a t i o n

食
に
関
す
る
講
演
会

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
に
つ
い
て

健
康
支
援
課☎９

７
３
―
３
２
０
９

名
桜
大
学
の
高た

か

瀬せ

幸こ
う

一い
ち

先
生
を
講
師
に
む

か
え
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
効
果
の
あ
る
食

事
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
肥
満

全
国
1
位
と
な
っ
た
沖
縄
県
。
食
生
活
の
乱

れ
を
正
し
、
生
活
習
慣
病
予
防
、
さ
ら
に
若

返
り
を
め
ざ
し
ま
せ
ん
か
？
写
真
を
見
な
が

ら
楽
し
く
学
べ
ま
す
！

【
と　

き
】
３
月
21
日（
水
）
午
後
７
時
〜

開
場
：
午
後
６
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
う
る
み
ん　

３
階
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
無
料

※
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
と
は
、
老
化
の
進
み

を
遅
ら
せ
る
こ
と
。

あ
り
が
と
う
を
伝
え
る

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
大
作
戦
!
ス
イ
ー
ツ
講
座

企
画
課

☎
９
７
３
―
５
０
０
５

【
と　

き
】
３
月
11
日（
日
）

午
後
１
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
う
る
み
ん　

３
階
調
理
室

【
対　

象
】
市
内
在
住
の
小
学
生
と
父
親

【
定　

員
】
12
組

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

企
画
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

休
日
保
育
の
ご
案
内

保
育
課

☎
９
７
３
―
５
４
２
７

う
る
ま
市
で
は
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し

て
休
日
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
利
用
時
間
】
日
曜
・
祝
日

午
前
８
時
〜
午
後
５
時
30
分

※
12
月
31
日
〜
１
月
３
日
は
除
く

【
実
施
園
】
社
会
福
祉
法
人　

友
和
福
祉
会

ハ
ッ
ピ
ー
ネ
ス
保
育
園

う
る
ま
市
字
仲
嶺
２
３
１
番
地

☎
０
９
８（
９
７
４
）１
１
７
７

【
対
象
者
】

・
う
る
ま
市
に
住
所
を
有
す
る
０
歳
〜
５
歳

ま
で
の
児
童

・
保
護
者
の
就
労
で
休
日
等
に
お
い
て
保
育

に
欠
け
る
児
童
（
ご
家
族
の
ど
な
た
か
が

お
休
み
の
場
合
は
対
象
外
）

※
緊
急
時
は
そ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

【
定　

員
】
１
日
10
名

（
５
か
月
か
ら
５
歳
児
ま
で
）

認
知
症
講
演
会

「
認
知
症
の
理
解
と
対
応
に
つ
い
て
」

〜
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
〜

う
る
ま
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
９
７
３
―
５
１
１
２

認
知
症
高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
認
知

症
に
つ
い
て
理
解
し
、
自
分
に
で
き
る
範
囲

で
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
認
知

症
に
つ
い
て
学
び
、
地
域
の
支
援
の
輪
を
一

緒
に
広
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

【
講　

師
】

・
古こ

謝じ
ゃ　

淳す
な
お　

氏

（
医
療
法
人
タ
ピ
ッ
ク
宮
里
病
院
院
長
）

・
宮み

や

城ぎ　

朝と
も

子こ　

氏

（
与
勝
の
里
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ

の
家
管
理
者
兼
介
護
支
援
専
門
員
）

【
と　

き
】
３
月
27
日（
火
）

午
後
２
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

開
場
：
午
後
２
時

【
と
こ
ろ
】
う
る
み
ん　

３
階
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
無
料

【
申
込
期
限
】
３
月
22
日（
木
）

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す

２
月
支
給
の
子
ど
も
手
当
が

無
か
っ
た
方
へ

児
童
家
庭
課☎９

７
３
―
４
９
８
３

平
成
24
年
2
月
10
日
支
給
の
子
ど
も
手
当

を
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
は
「
子
ど
も
手
当

新
規
認
定
請
求
」
の
手
続
き
が
済
ん
で
い
ま

せ
ん
。
提
出
期
限
が
平
成
24
年
3
月
30
日
ま

で
と
な
っ
て
お
り
、
提
出
期
限
を
過
ぎ
て
申

請
を
し
た
場
合
は
、
平
成
23
年
10
月
分
か
ら

の
子
ど
も
手
当
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
申
請
が
ま
だ

の
方
は
大
至
急
、
児
童
家
庭
課
窓
口
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
し
い
法
律
に
よ
り
支
給
要
件
な
ど
の
変

更
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
対
象
と
な
る

お
子
さ
ん
を
も
つ
全
て
の
方
が
「
子
ど
も

手
当
新
規
認
定
請
求
」
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

【
利
用
料（
日
額
）】

０
歳
児
：
２
，
８
０
０
円

１
・
２
歳
児
：
２
，
５
０
０
円

３
歳
以
上
児
：
２
，
０
０
０
円

【
申
込
方
法
】

・
事
前
の
登
録
申
請
が
必
要
で
す
（
利
用
す

る
前
日
ま
で
に
直
接
保
育
園
へ
申
込
み
）

・
ご
利
用
希
望
の
方
は
、
直
接
ハ
ッ
ピ
ー
ネ

ス
保
育
園
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

子
育
て
・
健
康

※
平
成
23
年
10
月
1
日
時
点
で
受
給
資
格
の

あ
る
方
は
、
平
成
24
年
3
月
30
日
ま
で
に

申
請
を
す
れ
ば
、
平
成
23
年
10
月
分
か
ら

手
当
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
仕
事
な
ど
の
都
合
で
、
窓
口
に
来
る
こ
と

が
で
き
な
い
方
は
、
お
早
め
に
児
童
家
庭

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
平
成
24
年
1
月
24
日
ま
で
に
手
続
き
を
し

た
方
を
対
象
に
平
成
24
年
2
月
期
子
ど
も

手
当
を
支
給
し
て
お
り
ま
す
。
子
ど
も
手

当
を
受
け
取
っ
た
方
の
手
続
き
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

【
申
込
み
先
】
う
る
ま
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
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i n f o r m a t i o n

平
成
24
年
度

学
力
向
上
学
習
支
援
員
募
集

指
導
課

☎
９
７
８
―
２
０
２
０

う
る
ま
市
立
小
中
学
校
児
童
生
徒
一
人
一

人
に
学
習
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技

能
の
確
実
な
定
着
を
図
る
た
め
学
力
向
上
学

習
支
援
員
を
配
置
し
、
算
数
、
国
語
、
数
学
、

英
語
等
の
学
習
支
援
業
務
を
行
い
ま
す
。

【
任
用
期
間
】
平
成
24
年
4
月
1
日
〜

平
成
25
年
3
月
31
日

【
勤
務
場
所
】
う
る
ま
市
立
小
中
学
校

【
採
用
条
件
】
教
員
免
許
保
持
者
ま
た
は
教

員
を
目
指
し
て
い
る
大
学
生

【
募
集
人
数
】
小
中
学
校
併
せ
て
50
名
程
度

（
状
況
に
よ
っ
て
は
、
増
減
が
あ
り
ま
す
。）

平
成
24
年
度

特
別
支
援
ヘ
ル
パ
ー
募
集

指
導
課

☎
９
７
８
―
２
０
２
０

う
る
ま
市
立
小
中
学
校
通
常
学
級
に
お
け

る「
特
別
に
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
」

へ
の
教
育
的
支
援
（
介
助
・
学
習
支
援
）

【
任
用
期
間
】
平
成
24
年
4
月
1
日
〜

平
成
25
年
3
月
31
日

【
勤
務
場
所
】
う
る
ま
市
立
小
中
学
校

募　

集

【
勤
務
時
間
】
月
曜
日
〜
金
曜
日

１
日
4
時
間
程
度

※
勤
務
時
間
は
学
校
と
調
整
あ
り

【
謝
礼
金
】
１
時
間
あ
た
り
１
，
０
０
０
円

【
申
込
方
法
】

①
自
筆
履
歴
書
（
市
販
）

②
教
員
免
許
状
の
写
し

③
健
康
診
断
書

以
上
の
３
点
を
指
導
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

【
採
用
条
件
】
教
員
免
許
保
持
者
ま
た
は
教

員
を
目
指
し
て
い
る
者
、
あ
る
い
は
介
護

等
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
者
。

【
募
集
人
数
】
小
中
学
校
併
せ
て
20
名
程
度

【
勤
務
時
間
】
月
曜
日
〜
金
曜
日

8
時
30
分
〜
12
時
30
分

１
日
４
時
間

※
勤
務
時
間
は
学
校
側
と
調
整
あ
り

【
報　
　

酬
】
月
額
8
万
円

【
申
込
方
法
】

①
自
筆
履
歴
書
（
市
販
）

②
教
員
免
許
状
ま
た
は
、
介
護
等
の
資
格

の
写
し

③
健
康
診
断
書

以
上
の
3
点
を
う
る
ま
市
教
育
委
員
会
指

導
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

※
採
用
枠
が
な
い
と
き
は
登
録
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

平成24年度
うるま市育英会貸費生募集

【採用予定人員】若干名
【受付期間】４月５日（木）～４月２７日（金）

ただし、土曜日、日曜日を除く

【応募資格】
①本人又は保護者が本市に住所を１年以上
有し、学校教育法（昭和22年法律第26号）
に定める大学（短期大学を含む）、修業年
限２年以上の専修学校、大学校、高等専
門学校及び高等学校（津堅島出身高校生
に限る）に在学する者

②直近の成績評定が、３．５以上であること

【提出書類】
・貸費申請書（指定様式）
・住民票謄本
　（本籍地、続柄が記載されているもの）
・在学証明書
（平成２３年４月１日以降に発行されたもの）
・学校からの推薦書（指定様式）
（新１年次は出身校、２年次以上は在学校
より）

・直近１年の成績証明書又は調査書
　（開封無効）
（新１年次は出身校、２年次以上は在学校
より）

・所得・課税証明　
　（同一世帯で２０歳以上全員）
・資産税公課証明
　（同一世帯で２０歳以上全員）
（無資産者の場合は、無資産証明書）
・切手（８０円：２枚・採否通知用）

【募集要項】
市役所本庁および、石

川、勝連、与那城の各庁
舎において受け取ること
ができます。
市ホームページからも

ダウンロードが可能です。

【提出先・お問い合わせ先】
教育委員会　総務課　育英会担当
　☎　９７８－２２０１
ＦＡＸ９７８－２７４５

【
申
込
期
限
】
平
成
24
年
３
月
1
日
〜

平
成
24
年
3
月
16
日

※
申
込
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
で
も
随
時
受
付

け
て
い
ま
す
。

※
採
用
枠
が
な
い
と
き
は
登
録
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
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i n f o r m a t i o n

幼
児
１
日
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
体
験
教
室

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
９
８
９
―
３
１
１
０

市
内
の
未
就
学
児
を
対
象
に
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

の
１
日
体
験
教
室
を
行
い
ま
す
。
楽
し
み
な
が

ら
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
跳
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
と　

き
】
①
３
月
７
日（
水
）

②
３
月
14
日（
水
）

③
３
月
21
日（
水
）

午
後
３
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
う
る
ま
市
具
志
川
ド
ー
ム

【
対　

象
】
市
内
の
５
歳
〜
６
歳
児

※
保
護
者
同
伴
（
見
学
参
加
）
と
す
る

【
定　

員
】
各
日
と
も
10
名

【
参
加
料
】
１
０
０
円
（
保
険
料
と
し
て
）

【
申
込
方
法
】参
加
し
た
い
日
を
１
日
決
め
、

事
前
に
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
達
し
次
第
締
切
り
ま
す
。

※
一
般
（
成
人
）
の
部
も
あ
り
ま
す
。
詳
細

は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室　

生
徒
募
集

う
る
ま
市
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、
ジ
ュ
ニ
ア

テ
ニ
ス
教
室
の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
講
を
希
望
す
る
方
は
直
接
会
場
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

【
と　

き
】
毎
週
土
曜
日

午
前
９
時
〜
午
前
11
時

【
と
こ
ろ
】
う
る
ま
市
具
志
川
庭
球
場

【
対　

象
】
幼
児
〜
小
学
生

【
受
講
料
】
１
，
５
０
０
円
（
月
額
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

う
る
ま
市
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局

☎
０
９
０
ー
１
９
４
７
ー
０
１
１
４

農
業
者
年
金
に
加
入
し
よ
う
!

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
９
６
５
―
５
６
０
８

【
農
業
者
年
金
の
特
徴
】

①
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。（
通
常
の
個
人
年

金
の
場
合
、
控
除
額
の
上
限
は
５
万
円
）

②
積
立
方
式
で
安
定
し
た
財
政
運
営
を
行
い

ま
す
。

③
80
歳
ま
で
の
保
証
付
終
身
年
金
制
度
で
、

も
し
加
入
者
ま
た
は
受
給
者
が
80
歳
ま
で

に
亡
く
な
っ
た
場
合
、
受
け
取
れ
る
は
ず

で
あ
っ
た
年
金
の
現
在
価
値
相
当
額
を
死

亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
の
方
が
受
給
で
き

ま
す
。

【
対
象
者
】
60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
で
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る
方
（
農
地
を
持
た
な
い
農
業
者
や
家

族
従
事
者
も
可
能
）

【
保
険
料
】
月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円

（
千
円
単
位
で
設
定
自
由
、
変
更
自
由
。
認

定
農
業
者
等
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場

合
国
庫
補
助
あ
り
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】
農
業
委
員
会
ま
た
は
Ｊ

Ａ
お
き
な
わ
（
具
志
川
、
石
川
、
勝
連
、

与
那
城
）
各
支
店
ま
で

お
知
ら
せ

親
子
料
理
教
室
参
加
者
募
集

健
康
支
援
課☎

９
７
３
―
３
２
０
９

う
る
ま
市
食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
り
、

食
育
の
お
話
と
、
親
子
で
作
れ
る
料
理
の
紹

介
、
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。
当
日
農
業
体

験
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

【
と　

き
】
３
月
24
日（
土
）、
25
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

【
と
こ
ろ
】
う
る
み
ん　

３
階
調
理
室

※
農
業
体
験
の
都
合
に
よ
り
、
場
所
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

【
対　

象
】
市
内
在
住
で
小
学
１
年
生
か
ら

２
年
生
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

【
定　

員
】
各
日
15
組

【
参
加
料
】
親
子
で
３
０
０
円

【
申
込
方
法
】
電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】
３
月
22
日（
木
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
助
成
団
体　

大
募
集
!

う
る
ま
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
９
７
３
―
５
４
５
９

う
る
ま
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活

性
化
や
地
域
福
祉
の
発
展
を
目
的
に
、
市
内

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
団
体
へ
助
成

い
た
し
ま
す
。
福
祉
の
向
上
や
地
域
の
問
題

解
決
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆

様
、
想
い
を
か
た
ち
に
し
ま
せ
ん
か
？
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
対　

象
】
う
る
ま
市
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

※
た
だ
し
、
自
治
会
な
ど
の
地
縁
組
織
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は
対
象
外
で
す
。

※
う
る
ま
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
が
前
提
と
な
り
ま

す
。

【
助
成
金
額
】
３
つ
の
コ
ー
ス
を
設
け
て
い

ま
す
。
各
コ
ー
ス
３
団
体
予
定
。

①
ホ
ッ
プ
コ
ー
ス
（
３
万
円
）

②
ス
テ
ッ
プ
コ
ー
ス
（
５
万
円
）

③
ジ
ャ
ン
プ
コ
ー
ス
（
10
万
円
）

【
申
込
方
法
】
所
定
の
助
成
金
要
望
書
様
式

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
う
る
ま
市
社

会
福
祉
協
議
会
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

※
助
成
金
要
望
書
様
式
は
、
う
る
ま
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
本
所
・
各
支
所
）
窓
口
に

て
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
初
級
受
講
者
募
集

沖
縄
ハ
イ
サ
イ
ネ
ッ
ト
事
務
局

☎
９
２
９
―
１
２
２
０

中
高
年
の
生
活
に
役
立
つ
パ
ソ
コ
ン
入
門

【
と　

き
】
４
月
３
日
〜
６
月
26
日

毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

【
と
こ
ろ
】
い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館

【
受
講
資
格
】
55
歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

【
定　

員
】
30
名
程
度

【
受
講
料
】
７
，
５
０
０
円
（
３
か
月
分
）

※
別
途
、
教
材
費
１
，
７
０
０
円

【
受
付
日
時
】
３
月
13
日（
火
）

午
前
10
時
〜
正
午
（
先
着
順
）

【
受
付
場
所
】
い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん

館
ロ
ビ
ー

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
申
込
期
間
】

４
月
２
日（
月
）〜
４
月
27
日（
金
）

【
申
込
先
】
う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会
地

域
福
祉
課
／
う
る
ま
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
☎
９
７
３
ー
５
４
５
９
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i n f o r m a t i o n

沖
縄
県
都
市
「
交
通
災
害
共
済
」

が
廃
止
さ
れ
ま
す

市
民
生
活
課☎９

７
３
―
５
４
８
７

民
間
の
保
険
や
共
済
が
普
及
、
充
実
し
て

き
た
こ
と
や
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
な
ど

の
社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
加
入
者
の

減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。
昭
和
57
年
交
通
事

故
の
増
大
に
よ
り
、
市
民
相
互
の
扶
助
精
神

平
成
24
年
度
固
定
資
産
税
の

　
　
　
　

第
１
期
納
期
が
変
わ
り
ま
す

資
産
税
課☎

９
７
３
―
５
３
９
４

　

平
成
24
年
度
は
固
定
資
産
の
評
価
替
の
年

に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
賦
課
業
務
の
正
確

性
を
図
る
た
め
に
、
固
定
資
産
税
の
第
１
期

の
納
期
限
を
平
成
24
年
５
月
31
日
（
例
年
は

４
月
末
日
）
に
変
更
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

本
年
度
の
固
定
資
産
税
の
各
期
の
納
期
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・
第
１
期　

５
月
１
日
〜
５
月
31
日

・
第
２
期　

７
月
１
日
〜
７
月
31
日

・
第
３
期　

12
月
１
日
〜
12
月
25
日

・
第
４
期　

翌
年
２
月
１
日
〜
２
月
28
日

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

資
産
税
課☎

９
７
３
―
５
３
９
４

　

地
方
税
法
第
４
１
６
条
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
24
年
度
「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
及
び

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
を
次
の
と
お
り
納

税
者
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

【
縦
覧
期
間
】

４
月
２
日（
月
）〜
５
月
31
日（
木
）

（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

【
縦
覧
場
所
】
資
産
税
課
（
本
庁
２
階
）

【
縦
覧
者
】
う
る
ま
市
内
に
土
地
・
家
屋
を

有
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
者
（
納
税
管

理
人
を
含
む
）、
又
は
そ
の
代
理
人
（
委
任

状
が
必
要
）

※
縦
覧
者
は
印
鑑
及
び
本
人
確
認
の
た
め
の

納
税
通
知
書
、
運
転
免
許
証
等
が
必
要
で

す
。

母子家庭のみなさんへ母子家庭のみなさんへ平成２４年度高等技能訓練促進費事業のご案内平成２４年度高等技能訓練促進費事業のご案内
母子家庭の母が、看護師や介護福祉士などの資格取得のために2年以上養成機関で修業する場合に、修
業期間中の生活の不安を解消し、安定した修業環境を提供するために「高等技能訓練促進費」を、また、
卒業後に「入学支援修了一時金」を予算の範囲内で支給します。
【対 象 者】うるま市に住所を有する母子家庭の母で、次の要件を満たす方

　・児童扶養手当を受けているか、又は同等の所得水準にある方
　・養成機関において2年以上の教育課程を修業し、対象資格の取得が見込まれる方
　・就業（又は育児）と修業の両立が困難と認められる方
　・過去に本事業による給付を受けたことがない方

【対象資格】看護師（准看護師）・介護福祉士・保育士・理学療法士・作業療法士・その他市長が認める資格
【支給対象期間・支給額】

●平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日までに修業を開始した場合
　　　　　　修業期間の全期間（ただし、３年が限度です。）

【事前相談】訓練促進費の支給を受けようとする場合は、事前相談が必要です。現在修業中の方、または
修業を予定している方は、申請前にうるま市役所児童家庭課までご相談ください。
【申請期間】４月２日（月）～４月１３日（金）　【お問い合わせ】児童家庭課　母子係　☎９７３－４９８３

に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
本
組
合
の
当
初
の

目
的
は
果
た
さ
れ
た
も
の
と
判
断
し
、
平
成

24
年
度
の
加
入
募
集
を
中
止
し
、
事
業
を
廃

止
い
た
し
ま
す
。

【
見
舞
金
の
請
求
に
つ
い
て
】

平
成
23
年
度
に
加
入
し
会
員
に
な
っ
て
い

る
方
が
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
事
故
に

遭
わ
れ
た
場
合
は
、
平
成
25
年
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
見
舞
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
民
生
活
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※平成２４年３月３１日までに修業を開始している方も該当しますので、
　詳しくは下記までお問い合わせください。

支給額表 訓練促進費 一時金
市民税非課税世帯 １００，０００円／月 ５０，０００円
市民税課税世帯 ７０，５００円／月 ２５，０００円

15　　　広報うるま 2012　３月号



i n f o r m a t i o n
「
戦
中
戦
後
混
乱
期
に
お
け
る

義
務
教
育
未
修
了
者
支
援
事
業
」が

始
ま
り
ま
し
た

学
務
課

☎
９
７
８
―
２
１
５
９

戦
争
の
影
響
に
よ
り
中
学
校
を
卒
業
で
き

な
か
っ
た
方
に
、
学
習
機
会
の
提
供
を
行

い
、
中
学
校
の
卒
業
に
相
当
す
る
証
書
の
授

与
を
行
う
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

【
実
施
期
間
】
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
25
年

度
ま
で
を
予
定

【
対
象
年
齢
】
昭
和
７
年
か
ら
昭
和
16
年
生

ま
れ
（
70
〜
79
歳
）
の
方

【
内　

容
】
国
語
、
数

学
、
英
語
、
社
会
、

理
科
等
を
中
心
に
民

間
の
教
育
施
設
で
３

年
間
学
び
ま
す
。

【
授
業
料
】
無
料

【
申
込
方
法
】
沖
縄
県

教
育
委
員
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
携
帯
電
話
ま
た
は
ア
ン
ケ
ー
ト

用
紙
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
ま
す
。

※
市
教
育
委
員
会
学
務
課
及
び
各
庁
舎
や
公

民
館
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

【
回
答
期
限
】
３
月
23
日（
金
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

市
教
育
委
員
会
学
務
課
ま
た
は
、
県
教
育

庁
義
務
教
育
課
（
☎
８
６
６
ー
２
７
４
１
）

基
地
内
立
入
申
請
は
お
早
め
に
!

基
地
対
策
課☎

９
７
３
―
５
０
２
９

市
内
に
所
在
す
る
米
軍
施
設
、
区
域
へ
清

明
祭
や
墓
参
り
の
た
め
、
立
入
り
を
希
望
す

る
方
は
、
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

４
月
は
清
明
祭
に
よ
り
多
数
の
申
請
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
余
裕
を
も
っ
て
申
請
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
請
期
限
】
休
日
、
祝
祭
日
を
除
く
立
入

り
の
10
日
前
ま
で

①
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ

②
キ
ャ
ン
プ
コ
ー
ト
ニ
ー
及
び
キ
ャ
ン
プ
マ

ク
ト
リ
ア
ス
※
市
内
在
住
者
の
み

【
申
請
に
必
要
な
事
項
】

①
立
入
者
の
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先

②
立
入
日
及
び
立
入
時
間

③
立
入
り
の
際
に
使
用
す
る
車
両
番
号
な
ど

（
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
に
関
し
て
は
、
申
請

書
様
式
が
新
し
く
な
り
、
車
検
満
了
日
も

必
要
に
な
り
ま
す
）

※
立
入
り
を
希
望
す
る
施
設
に
よ
っ
て
、
若

干
申
請
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。

市
民
芸
術
劇
場
な
ど
の
受
付
日
の

変
更
に
つ
い
て

文
化
課

☎
９
７
３
―
４
４
０
０

平
成
24
年
10
月
分
の
各
会
館
の
使
用
申
請

の
受
付
は
、
新
年
度
の
業
務
引
継
の
た
め
、

４
月
４
日
（
水
）
午
前
９
時
か
ら
に
な
り
ま

す
。

【
と
こ
ろ
】
市
民
芸
術
劇
場
、
石
川
会
館
、

き
む
た
か
ホ
ー
ル

う
る
ま
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
10
回
定
期
演
奏
会

文
化
課

☎
９
７
３
―
４
４
０
０

う
る
ま
市
民
芸
術
劇
場
附
属
う
る
ま
市

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
定
期
演
奏
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
で
10
回
目
と
な
る
演

奏
会
で
は
、「
セ
ビ
リ
ア
の
理
髪
師
」、
ス
ペ

イ
ン
交
響
曲
な
ど
富と

み

原は
ら

守も
り

哉や

氏
の
指
揮
で
演

奏
し
ま
す
。
そ
の
他
に
も
合
唱
団
に
よ
る
合

唱
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
合
唱
団
の
共
演
に
よ

る
う
る
ま
市
歌
の
演
奏
も
あ
り
ま
す
。

【
と　

き
】
３
月
25
日
（
日
）

開
場
：
午
後
２
時
30
分

開
演
：
午
後
３
時

【
と
こ
ろ
】
う
る
ま
市
き
む
た
か
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
大
人
５
０
０
円

高
校
生
以
下
無
料
（
入
場
整
理
券
あ
り
）

建
築
物
の
用
途
変
更
に
つ
い
て

建
築
指
導
課☎

９
６
５
―
５
６
０
１

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
建
築
物
を
別
の

目
的
に
変
え
る
場
合
に
は
、
変
更
し
た
用
途

ご
と
に
建
築
基
準
法
へ
の
適
合
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
変
更
す
る
面
積
が
１
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
特
殊
建
築
物
（
住
宅

等
を
除
く
）
の
場
合
に
は
用
途
変
更
の
申
請

を
行
い
工
事
の
前
に
適
法
な
設
計
で
あ
る
事

を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
般
、
住
宅
や
空
き
店
舗
な
ど
を
高
齢
者

向
け
の
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
や
「
介
護
施
設
」

な
ど
へ
手
続
き
を
経
ず
に
工
事
が
行
わ
れ
た

事
に
よ
り
、
行
政
か
ら
の
改
善
要
求
や
資
金

を
投
入
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
使
用
を
断
念
せ

ざ
る
を
得
な
い
事
例
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
生
命
、
健
康
、

財
産
を
守
る
た
め
に
も
こ
の
よ
う
な
計
画
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
事
前
に
建
築
指
導
課

へ
相
談
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

去年開催された第９回定期演奏会の様子
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i n f o r m a t i o n

第
36
回
沖
展
選
抜
展

文
化
課

☎
９
７
３
―
４
４
０
０

県
内
最
大
の
美
術
・
工
芸
公
募
展
「
沖
展
」

の
絵
画
・
彫
刻
・
書
道
な
ど
12
部
門
の
作
品

か
ら
、
会
員
・
準
会
員
作
品
、
入
賞
作
品
、

う
る
ま
市
の
入
選
作
品
を
選
抜
し
て
展
示
し

ま
す
。
多
く
の
市
民
の
ご
観
覧
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
と　

き
】
４
月
５
日（
木
）〜
４
月
11
日（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

【
と
こ
ろ
】
う
る
ま
市
具
志
川
総
合
体
育
館

【
入
場
料
】
無
料

古
我
地
原
貝
塚
、
下
田
原
貝
塚
出
土
品
展

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

☎
８
３
５
―
８
７
５
１

う
る
ま
市
石
川
伊
波
の「
古
我
地
原
貝
塚
」

お
よ
び
竹
富
町
波
照
間
の
「
下
田
原
貝
塚
」

か
ら
の
出
土
品
が
、
考
古
資
料
と
し
て
は
初

め
て
県
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

沖
縄
の
先
史
時
代
を
代
表
す
る
両
遺
跡
の

遺
物
の
数
々
を
み
な
さ
ま
に
公
開
し
ま
す
。

【
と　

き
】
３
月
11
日（
日
）ま
で

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

【
と
こ
ろ
】
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

【
入
場
料
】
無
料

仕
事
探
し
な
ど
に
関
す
る
相
談
が
で
き
ま
す

街
角
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
０
―
２
７
０
７
―
５
８
４
０

環
金
武
湾
就
活
あ
じ
ま
ぁ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置

し
、
就
職
、
仕
事
に
関
す
る
相
談
を
無
料
で

受
付
け
て
い
ま
す
。
履
歴
書
作
成
や
面
接
の

対
策
方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し
ま
す
。

【
相
談
実
施
日
】
水
曜
日
・
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

う
る
ま
市
高
齢
者
等
無
料
法
律
相
談
会

う
る
ま
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
９
７
３
―
５
１
１
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
８
２
―
６
０
４
１

高
齢
者
本
人
や
家
族
・
親
族
な
ど
市
民
に

向
け
た
無
料
法
律
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

相
談
に
は
弁
護
士
と
社
会
福
祉
士
が
同
席

し
法
的
ア
ド
バ
イ
ス
と
福
祉
制
度
の
活
用
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

【
と　

き
】
３
月
26
日（
月
）
午
後
１
時
〜

【
と
こ
ろ
】
う
る
み
ん
３
階　

診
察
室

【
対　

象
】
市
内
在
住
の
高
齢
者
本
人
や
介

護
・
支
援
す
る
親
族
、
福
祉
関
係
者
な
ど

【
定　

員
】
６
人

【
予
約
方
法
】
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。①市民無料法律相談

うるま市顧問弁護士：ゆあ法律事務所　宮國英男弁護士
【と　き】毎月第２木曜日　午後２時～午後４時
【ところ】石川庁舎（１階市民相談室）
【受　付】市民ロビー　午後１時受付開始

【と　き】毎月第４木曜日　午後２時～午後４時
【ところ】本庁（１階市民相談室）
【受　付】２階市民生活課　午後１時受付開始
※先着８名
午後１時から受付カードを配布しますが、法律相談は先
着８名までとなっておりますので、お早めにご来庁くだ
さい。窓口が大変込み合い相談を受けることが出来ない
場合がありますので予めご了承ください。

②人権・行政合同相談所
　近隣のトラブル、家庭内のもめごと、いじめ、体罰など人
権に関する相談や国の行政・特殊法人についての意見・要望
等の相談を行います。
【と　き】３月１６日（金）　午前１０時～午後４時
【ところ】与那城庁舎　３階第三会議室
※人権相談は法務局沖縄支局（☎９３７－３２７８）、行政
相談は沖縄行政評価事務所（☎８６７－１１００）でも平
日相談可能です。

③消費者相談
消費生活に関する商品やサービスの契約トラブル（悪質

商法、架空請求、多重債務等）の相談を行います。
【と　き】毎週水曜日　午前１０時～午後４時
【ところ】本庁1階市民相談室
※消費者相談は沖縄県県民生活センター（☎８６３－９２１４）
でも平日相談可能です。

【お問い合わせ】①～③市民生活課☎９７３－５４８７

④市民こころの健康相談　
さまざまな悩みでストレスをかかえている方を対象に、

臨床心理士がカウンセリングを行います。
【と　き】３月１３日（火）午前９時～午前１１時
【ところ】健康福祉センター（うるみん）３階相談室

※お電話や来所での予約が必要です。
【お問い合わせ】④健康支援課 ☎９７３－３２０９

⑤こどもＳＯＳ相談メール
　子ども本人からの悩み相談（いじめ、親子・友人関係など）
や子育て中の親などから子育てに関する悩み全般を受付け
します。
【メールアドレス】kodomo-soudan@city.uruma.lg.jp
※名前、住所、連絡先、電話番号を必ず記入してください。
記入がない場合は回答できません。※確認や回答には時
間がかかります。※緊急を要する場合はお電話ください。

【お問い合わせ】⑤家庭児童相談室　☎９７３－５０４１

相談は無料で秘密は固く守られます。お気軽にご相談ください。

【
予
約
受
付
期
間
】

３
月
12
日（
月
）〜
３
月
23
日（
金
）

※
定
員
を
越
え
た
場
合
は
、
相
談
内
容
に
よ

り
調
整
し
ま
す
。

17　　　広報うるま 2012　３月号



i n f o r m a t i o n
「
主
要
業
種
変
更
」及
び「
希
望
業
種
追
加
」

の
受
付
申
請
に
つ
い
て

検
査
課

☎
９
６
５
―
５
６
０
５

【
申
請
資
格
】

①
う
る
ま
市
の
平
成
23
、
24
年
度
入
札
参
加

資
格
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
。

②
う
る
ま
市
に
本
社
を
有
す
る
者
。

③
建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、
建
設
業
許
可
及

び
経
営
規
模
等
評
価
結
果
通
知
書
に
お
け

る
年
間
平
均
完
成
工
事
高
が
あ
る
こ
と
。 

た
だ
し
、等
級
別
で
登
録
さ
れ
る
業
種
（
土

木
、
建
築
、
電
気
、
管
）
に
つ
い
て
は
、

年
間
平
均
完
成
工
事
高
が
５
０
０
万
円
以

上
で
あ
る
こ
と
。

【
留
意
点
】
受
付
期
間
が
限
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。
資
料
等
の
配

布
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
申
請
の
際
に
は
変

更
届
と
し
て
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
建
設
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
完
成
工
事

高
を
調
べ
る
た
め
、
経
営
規
模
等
評
価
結

果
通
知
書
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

主
要
業
種
等
変
更
の
申
請
で
既
に
登
録
が

あ
る
業
種
に
つ
い
て
は
、総
合
評
価
値
（
Ｐ

点
）
の
変
更
や
格
付
け
の
や
り
直
し
は
行

い
ま
せ
ん
。

②
測
量
及
び
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
委
託

に
つ
き
ま
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
受
付

表
、
業
者
カ
ー
ド
（
県
様
式
）、
事
務
所
登

録
等
、
営
業
に
関
し
法
律
上
必
要
な
証
明

書
等
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
４
回
環
金
武
湾
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

企
業
立
地
雇
用
推
進
課

☎
９
６
５
―
５
６
１
１

【
対　

象
】

健
康
な
方
で
あ
れ
ば
、
年
齢
、
国
籍
を
問
わ

ず
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

・
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴
と
し
、
保

育
所
等
の
団
体
の
場
合
は
引
率
者
同
伴
と

し
ま
す
。

・
介
助
が
必
要
な
方
は
、
介
助
者
同
伴
と
し

ま
す
。

【
参
加
登
録
費
】（
当
日
申
込
）

・
大
人　

１
，
５
０
０
円

・
小
学
生
〜
高
校
生　

２
０
０
円

・
未
就
学
児
以
下　

無
料

【
受
付
期
間
】

平
成
24
年
３
月
１
日（
木
）〜
平
成
24
年
３
月

30
日（
金
）

た
だ
し
、
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

【
受
付
時
間
】

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

【
受
付
場
所
】

検
査
課
（
石
川
庁
舎
２
階
）

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
対
応

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
に
つ
い
て

沖
縄
県
環
金
武
湾
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

☎
９
８
９
―
０
９
５
６

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
管
理
者
を
目

指
す
方
は
も
ち
ろ
ん
、
他
業
種
の
方
で
も
人

材
・
業
務
管
理
、
コ
ー
チ
ン
グ
等
の
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
能
力
の
習
得
を
目
指
す
こ
と
の
で

き
る
研
修
で
す
。

【
と　

き
】
３
月
10
日（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
と
こ
ろ
】
う
る
ま
市
Ｉ
Ｔ
事
業
支
援
セ
ン

タ
ー
１
号
館

【
定　

員
】
20
名

【
対
象
者
】
コ
ー
チ
ン
グ
等
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
能
力
の
習
得
を
目
指
す
方

【
受
講
料
】
無
料

【
研
修
内
容
】
ク
レ
ー
ム
対
応
、
ク
レ
ー
ム

の
要
因
、
ク
レ
ー
ム
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
等

※
こ
の
研
修
へ
の
参
加
は
、
失
業
認
定
に
お

け
る
就
職
活
動
の
実
績
に
な
り
ま
す
。

コース名称 受付 出発 集合場所

３
月
10
日
（
土
）

金武町コース20㎞ 7：00 9：00 石川屋内
体 育 館

海中道路コース20㎞ 7：00 10：30
与那城総合
運 動 公 園
陸上競技場

海中道路コース15㎞ 7：00 11：00

海中道路コース10㎞ 7：00 12：00

３
月
11
日
（
日
）

宜野座村コース35㎞ 7：00 8：30

石川屋内
体 育 館

グスクめぐりハーフコース20㎞ 8：00 10：00

石川一周コース10㎞ 9：00 11：00

石川コース5㎞ 10：00 12：00
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i n f o r m a t i o n

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
機
器
が

追
加
さ
れ
て
い
ま
す

環
境
課

☎
９
７
３
―
５
５
９
４

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
、
従
来
の
対
象

機
器
で
あ
る
「
エ
ア
コ
ン
」「
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ

レ
ビ
」「
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
」「
洗
濯
機
」
に

加
え
、
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
、『
液
晶
テ

レ
ビ
・
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
』『
衣
類
乾
燥
機
』

も
新
た
に
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
機
器

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
最
近
、
こ
の
２
品
目

の
処
分
に
関
し
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。『
液
晶
テ
レ
ビ
・
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
』

『
衣
類
乾
燥
機
』
の
処
分
を
行
う
際
に
も
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
度
高
齢
者
等
へ
の
住
宅
防

火
対
策
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て

消
防
本
部　

予
防
課

☎
９
７
５
―
２
１
１
９

う
る
ま
市
消
防
本
部
で
は
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
住
宅
防
火
対
策
推
進
協
議
会
（
財
）
日

本
防
火
・
危
機
管
理
推
進
協
会
が
実
施
し
て

い
る
モ
デ
ル
事
業
へ
の
申
請
を
行
な
っ
た
と

こ
ろ
、
津
堅
地
区
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
モ
デ
ル
事
業
は
、
火
災
発
生
時
に

避
難
な
ど
の
対
応
が
困
難
と
な
り
易
い
高
齢

者
や
障
害
者
を
対
象
と
し
て
、
屋
内
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
、
連
動
し
て
屋
外

へ
電
子
ブ
ザ
ー
と
ス
ト
ロ
ボ
に
よ
っ
て
付
近

住
民
へ
報
知
し
、
高
齢
者
等
の
避
難
を
補
助

ご寄付･ご寄贈ありがとうございますご寄付･ご寄贈ありがとうございます
うるま市育英会へ
☆伊

い

波
は

　正
まさ

明
あき

　様（石川伊波）より５万円の寄付
☆祝

しゅく

嶺
みね

　文
ふみ

子
こ

　様（字喜屋武）より１０万円の寄付
☆ＪＡおきなわ具志川支店　まつり実行委員会様より
３０，１００円の寄付

消防活動状況（平成２４年１月）

救急出場件数 ………………… ５１４件（５１４件）
搬送人員 ……………………… ４７８人（４７８人）
火災件数 …………………………… １件　     （1件）

（　　）は平成２４年１月からの累計。
◎あなたも救命のリレーに参加しませんか。
※AEDは誰でも使える救命の道具です、応急手当講習会を受講
して使い方を覚えましょう！
◎救急出場が増加傾向です、軽い病気やケガの時は近くの医院、
診療所での受診をおすすめ致します。

　（救急車の適正な利用をお願いします。）
大切な命を守るため、住宅用火災警報器を設置しましょう。

うるま市の人口
2012年2月1日　　　　　　　　　　　　　　前月比
人　口　　　１１９，５５７人　　　　　－１０
男　　　　　　５９，７３３人　　　　　－２８
女　　　　　　５９，８２４人　　　　　＋１８
世帯数　　　　４５，７１９戸　　　　　＋２６

うるま市社会福祉協議会へ
☆伊

い

波
は

　正
まさ

明
あき

　様（石川曙）より５万円の寄付
☆祝

しゅく

嶺
みね

　文
ふみ

子
こ

　様（字喜屋武）より１０万円の寄付
☆ルネッサンスリゾートオキナワ　ココガーデンリゾー
トオキナワ　総支配人　知

ち

花
ばな

　功
いさお

　様（石川伊波）よ
り２４，６００円の寄付

☆ハンビーカフェ様（勝連平安名）より５千円の寄付
☆美

み

里
さと

　政
せい

信
しん

　様（与那城屋慶名）より５万円の寄付
☆ＪＡおきなわ具志川支店　まつり実行委員会様より
３０，１００円の寄付

☆山
やま

城
しろ

　毅
つよし

　様（石川山城）より１０万円の寄付

す
る
事
を
目
的
と
し
た
モ
デ
ル
事
業
で
す
。

消
防
本
部
で
は
、
今
後
も
す
べ
て
の
住
宅

に
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
が
設
置
さ
れ
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

屋外の警報装置（ホーンストロボ）設置状況
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Landscape Symposium of URUMA City

【日時】

 平成24年

　   月 　 　 日

【会場】

（うるま市安慶名488番地）

3 　 25 日

プログラム

講演

テーマ :うるま市の魅力を再発見する(仮)
講　師 :ひーぷー（真栄平 仁）氏

第1部：第1回うるま市景観賞　表彰式
      （①建築物・まちなみ部門 ②活動部門）
第2部：講演会

（お問い合わせ先）都市計画部都市計画課　TEL：098-965-5620

【プロフィール】
うるま市（旧具志川市）出身
劇団O.Z.E.頭　　演出・作家。
漫才コンビ『ダーティービューティー』結成、ＴＶ・ラジオ・ＣＭ・ＭＣ等
で活躍するも、平成11年に解散その後劇団O.Z.Eを立ち上げ、
頭（かしら）として脚本・演出・舞台美術を担当する。
沖縄現代演劇協会事務局

 うるま市健康福祉センター
「うるみん」3階ホール

14:00～16:00(開場13:30)

↑天願

↓沖縄市

県
道

75号
線

安慶名交差点

平良川交差点

うるま市役所(本庁舎）

あげな中学校
会場:｢うるみん｣3階

≪会場案内図≫

入場無料
※

※テーマは当日までに変更する場合があります

広
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